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生まれ変わりの認定制度における認識テストの歴史的生成過程
三九
はじめに
チベット仏教には高僧の死後に生まれ変わりを探し出し
て後継者として迎える伝統的制度がある
（（
（
。チベット人はこ
のような生まれ変わりを「化身」 （
sprul sku （
（（
（
と呼び慣ら
わし、篤く信仰してきた。生まれ変わりの認定制度は一四世紀にカルマ・カギュー派（以下「カルマ派」
（
で創始さ
れ、一五世紀半ば以降にゲルク派などの他宗 においても受容されていった
（（
（
。従来の研究は、歴代ダライ・ラマの認
定を扱ったものが多く、それ以前のカルマ派における制度の成り立ちや変遷は十分に解明されていない
（（
（
。また、生ま
れ変わりの認定に関連する歴史的事件を扱った研
究
（（
（
では、
認定を行う権威とその背景にある政治的な動機を論じる傾向にあり、生まれ変わりを輩出する地域の人々の影響は等閑視されている。本稿は、生まれ変わりを認定する過程で行われる「認識テスト」に着目し、その歴史的生成に地域の人々の関与と影響があったことを明らかにするもので
	
ある。
認識テスト（
ngos ‘dzin （（（
（
とは、生まれ変わりを認定す
る過程において前世 記憶を確認するために行われるテストを指す。ダライ・ラマ一四世テンジンギャツォ（
bsTan 
‘dzin rgya m
tsho,  1935- （
の事例では、ベイジル・グールド
の報告書（一九四一（
によると、候補者の前に故一三世
の所持品と模造品が並べられ、幼少 ダライ・ラマ一四世は故一三世の所持品を正しく選び取ったという［
G
ould,  
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pp. 7- 8 ］ 。このように、認識テストでは先代の所持品と他の
物を並べて候補者に選択させ、本物の生まれ変わりであるかどうかを判断する。一方で、生まれ変わりを輩出する地域の人々が独自に認識テストを行なう事例も見られる。岩田（二〇一一（によると、ダライ・ラマ七世ケルサンギャツォ（
bsK
al bzang rgya m
tsho,  1708- 1757 （
は一七二〇年に
即位するまでダライ・ラマの転生者として認められていなかったが、出身地域において、ダライ・ラマ五世やダライ・ラマ六世の所持品を用 た認識テストが行われ 人々の信仰を集めていたという［岩田二〇一一、三八―四二頁］ 。このように認識テストは生まれ変わりを認定して迎える教団側と生まれ変わりを輩出する地域側の双方において行われてきた。
それでは次に、本論へ入る前にカルマ派の主要な化身の
系譜について説明したい。同派の最高権威であ ゲルワ・カルマパ（
rG
yal ba K
arm
a pa （
はチベットで最も古い転生
の系譜であり、黒帽（
zhw
a nag （
を戴くことで知られて
いる。同系譜はカルマ派の創始者ドゥースムケンパ
D
us 
gsum
 m
khyen pa,  1110- 1193 （
を一世と数えるが、実際に生
まれ変わりとして迎えられた最初 人物はカルマパ三ランチュンドルジェ（
Rang byung rdo rje,  1284- 1339 （
であ
り、さらに教団が積極的に生ま 変わりを探し出すように
なったのはカルマパ五世デシンシェクパ（
D
e bzhin gshegs 
pa,  1384- 1415 （
以降である。そして、同派第二位の化身で
あるシャマルパ（
Zhw
a dm
ar pa （
はゲルワ・カルマパに次
いで二番目に古い系譜であり、紅帽（
zhw
a dm
ar （
を戴く
ことから「紅帽のカルマパ」と称される。シャマルパの系譜はシャマルパ一世ダク センゲ（
G
rags pa seng+
ge,  1283-
1349 （
の死後にシャマルパ二世カチューワンポ（
m
K
ha’ 
spyod dbang po,  1350- 1405 （
を迎えたことに始まり、教
団が積極的に生まれ変わりを探し出すようになったのはシャマルパ三世チューペルイェ ェー（
Chos dpal ye shes,  
1406- 1452 （
以降である。さらに同派では一五世紀末から
一六世紀初頭にかけてゲルツァプ（
rG
yal tshab （、タイシ
トゥ（
Tai si tu （、パウォ（
dPa’ bo （
の系譜が始まり、その
後も多くの系譜が生まれていった。また、筆者はこれまでにカルマパ五世、カルマパ六世、カ マパ七世の認定過程において国公
gu’i gung （
（（
（
の称号をもつ人物が中心的な
役割を果たし いたこと、転 者は「カルマパの大幕営」（K
arm
a pa’i sgar chen （
と呼ばれる移動する幕営へ迎えられ
ていたことを明らかにしている［高橋二〇一 ］ 。カルマ派にはカルマパ一世によって建立された総本山ツルプ寺
（（
（
や
第二の本山カルマ寺
（（
（
などの大寺院が存在したが、カルマパ
四世ロルペード ジェ（
Rol pa’i rdo rje,  1340- 1383 （の時代
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以降に幕営を組んで各地を移動することが多くなり、この移動する幕営がゲルワ・カルマパの獅子座
（（1
（
を擁する教団の
中核となっていった。
一．カルマパ五世及びシャマルパ三世の認定過程
カルマパ三世ランチュンドルジェはウゲンパ・リンチェ
ンペル（
O
 rgyan pa Rin chen dpal,  1230- 1309 （によってカル
マパ二世カルマ
=
パクシ（
K
arm
a pak+
Shi,  1204/ 1206- 1283 （
の生まれ変わりとして育てられ、後にカルマ派の総本山ツルプ寺へ迎えられた。また、カルマパ四世ロルペードジェは自ら生まれ変わりであることを主張し、教団側と前世に関する質疑応答を経 後に受け入れられた。教団が積極的に転生者を探し出すようになったのはカルマパ五世デシンシェクパ以降である。それでは ず 五 の認定過程を『カルマパ五世伝』 （
C
hos rje ‘jig rten dban po’i 
skyes rabs dge legs yongs su sm
in pa’i snye m
a
、略号
K
5N
T
（
に
基づいて見ていきたい。
カルマパ五世は一四八四年にコンポ地方に生まれた。生
後半月頃に大幕営の国公リンチェンペル（
Rin chen dpal （
が幼児のもと 使者を派遣して確認を行った。使者が幼児と面会した時 、幼児は喜んだ表情で金剛の舞を踊り、
笑って戯れたが、その様子は予言された通りであったという。しかし、信じようとしない人々もいた め、予言について一つ一つ説明して疑いを断ったという。その後 生後五ヶ月の時に国公リンチェンペルが幼児 面会し 時に幼児のお茶 飲み方、面会の礼品の受け取り方、座り方、服の着方などが先代と似 いた め 本物の生まれ変わりであると確信したという［
K
5N
T
,  p. 398 ］ 。以上のことか
ら、カルマパ五世の認定はカルマパ四世の予言や僧侶らと面会した時に見せた様子に基づいて判断されて たことが分かる。
それでは次にシャマルパ三世の認定過程を『シャマル
パ三世伝』 （
rTogs ldan rin po che chos kyi rje chos kyi dpal ye 
shes kyi rnam
 par thar pa ngo m
tshar m
chog tu rgyas pa’i ljon pa 
rgyas pa
、 略号
Z3N
T
（
に基づいて見ていきたい。シャマル
パ三世は一四〇六年にコンポ地方 生まれた。シャマルパ二世の主要な弟子であったポ ダクパ（
dPon grags pa （
と
チューサンワ（
Chos bzang ba （の二人は使者を派遣して確
認を行った。両者 転生者が現れ かどうかを疑っていたが、人々の見 兆候と幼児の様子に関する報告書 て疑いを断ったという。しかし、父母は 供を僧侶らへ引き渡すこと 拒否したため、親子ともに強制的 タクツェ寺へ迎えたという［
Z3N
T
,  p. 432 ］ 。以上のことから、シャマル
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パ三世の認定は予言や兆候に基づいて判断されていたことが分かる。また、転生者の親族は子供を教団に引き渡すことに消極的であっ 。
二．カルマパ六世の認定過程
それでは次にカルマパ六世の認定過程を『青冊』 （
D
eb 
ther sngon po
、略号
D
N
G
（「第一の化身の章」に基づいて見
ていきたい。カルマパ六世は一四一七年初頭にカム地方のゴムに生まれた 生後三ヶ月頃にゴムの隠遁行者ナムカゲルツェン（
N
am
 m
kha’ rgyal m
tshan （
が食事に招かれてカル
マパ六世の生家を訪れると、幼児が嬉しそうな様子を示したため、 「汝は誰であるか。 」と尋ねると、幼児は偈頌を詠んだという。このことによってナムカゲルツェンは に信仰心を抱き、身の回りの奉仕を行うようになった。あ日、幼児が⑴黒帽（ゲルワ・カルマパ（の塑像を見つめて手に取ったため、ナムカ ツェンが、 「これは誰であか。 」と尋ねると 幼児は、 「 れは私である。 」と答えという また 一四一八年二月にレネ寺を訪れた時には、幼児は⑵
カルマパ一世の仏塔を認識（
ngos gzung （
し、黒
帽を取って、 「私のものである。 」と言っ 頭に載せた その後、ナムカゲルツェンはカルマ寺に手紙を送って促す
と、同寺から⑶お茶の奉仕の僧侶が現れ、幼児はその僧侶を名前で呼んで認識した
という。そして、カルマ寺に迎
えられた時には⑷拠り処（
rten rnam
s （を認識（
ngos ‘dzin （
し、カルマパ五世の生まれ変わりとして信仰されるようになった。一方、大幕営では国公ロドゥーゲルツェンが観音菩薩のお告げによってカム地方に転生者が現れたことを知り、側近の僧侶 を集めて、 「父母の特徴はこ ようである。私のラマ（幼児（
は失望している。私は行く。 」と
言ってカム地方へ至り、カルマ寺で幼児と面会した。そして、両者が面会した時に国公ロドゥーゲルツェンが⑸贈り物（
phayg rten （
を差し出すと、幼児は認識（
ngos gzung （
したという［
D
N
G
,  pp. 607- 609 ］ 。
以上の過程からはまず、ナムカゲルツェンという人物が
カルマパ六世の発見者であったことが分かる。 『月の水晶の輪』 （
bK
a’ brgyud gser phreng gi rnam
 thar rab ‘byam
s zla ba 
chu shel gyi ‘phreng ba 、 略号
ZLC
（に基づくと、ナムカゲル
ツェンはサキャ派のポンチェン・ゲルサン（
rG
yal bzang （（（
（
の末裔で都元帥（
du dben sha （
の称号を継承する家系の後
嗣であり、父の死後に官職を弟に委ねて出家し とされている
 ［
ZLC
,  vol. 1,  pp. 501- 508 ］ 。また、 『カルマパ五世伝』に
は、一四〇四年にカルマパ五世がゴムを訪れてナム ゲルツェンのために建立された仏像 開眼供養 行ったことが
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記録されている［
K
5N
T
,  p. 405 ］ 。これらのことから、ナム
カゲルツェンはゴムの地方官の世継ぎで、カルマパ五世の施主であったことが分かる。それでは、ナムカゲ ツェンは教団側から転生者の捜索のために派遣された人物だったのだろうか。仮に教団から派遣された人物 あったならば、候補者を発見した後に迅速に情報を伝えたと考えられるが、ナムカゲルツェンが幼児を発見してからカルマ寺へ連絡を取るまでに一年余りが経過していた。一 、大幕営の国公ロドゥーゲルツェンは幼児がカルマ寺へ迎えら後にようやく父母の情報を確認したことが分か 。このことはそれまで教団側が幼児を認知していなかったことを示している。したがって、ナムカゲルツェンは教団から派遣されたのではなく、自分の住む地域において独自に幼児を発見していたと考えるのが自然である。
ところで、 『青冊』には、傍線部⑴〜⑸のような歴代ゲ
ルワ・カルマパに関係する拠り処（
rten （
を認識した事跡
が多く語られている。拠り処（所依（とは 仏教 帰依する上で拠り処となる仏像・仏典・仏塔（三所依（などの聖なる対象物を指す。したがって、傍線部⑷の拠り処とは仏像や仏画、仏典などであっ と考えられる。それで なぜこれらの拠り処を認識した事跡が多く語 ているのだろうか。これらの事跡は幼児のもとでナムカゲルツェン 奉
仕を始めた時期にすでに見られ、幼児が拠り処を認識するたびに信仰者を増やしていったことが分かる。つまり、ナムカゲルツェンは地域の人々や教団に幼児が転生者であることを認めさせるために、このような事跡を喧伝したと考えられる。それでは、後の 代の認識テストのように複数の対象物から正しいものを選択させる形式だった だろうか。まず、傍線部⑴では幼児が自ら塑像を選び取 後にナムカゲルツェンから質問を受けていることから、選択は行われていない。そして、傍線部⑵と傍線部⑷では複数の対象物から選び出したかどうかは分からない。また、⑶では人物を認識していた 最後の傍線部⑸では贈り物を「送った（
btang ba （」と記されており、選択を求める形で
はなかったと考えられる 以上の から、カルマパ六世の時代には認識テストの形式は定まってお ず 前世の記憶を証明したことに対して「認識」という言葉が用 られていた。
三．カルマパ七世の認定過程
シャマルパ三世は一四五二年七月に、カルマパ六世は一
四五三年一月に相前後して亡く った め、二人の化身を認定する時期が重なった。一四五三年三月にシャマルパ四
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四四
世はカム地方東部のテショーに生まれ、ゲルワ・カルマパの転生者として信仰されていたが、大幕営は一四五四年一月にコンポ地方北部のグーに生まれた幼児をカルマパ七世として迎えた。しかし、その後も一四六二年末に至るまでシャマルパ四世は出身地域においてゲルワ・カルマパとして信仰され続けた。これは生まれ変わりの候補者争いの最も古い記録である。それでは以下にカルマパ七世の認定過程をパウォ二世ツクラクテンワ（
gTsug lag ‘phreng ba,  1504-
1564/ 66 （
が編纂した年代記『賢者の宴』 （
D
am
 pa’i chos kyi 
‘khor lo bsgyur ba rnam
s kyi byung ba gsal bar byed pa m
khas 
pa’i dga’ ston
、略号
K
G
（「カルマパ七世伝」に基づいて見
ていきたい。
カルマパ六世は亡くなる直前に国公ペルジョルドンドゥ
プに次に生まれる地域や父母の名前などを記し 遺書を渡したという。 た、ツルプ寺座主ドンドゥプウーセル（D
on grub ‘od zer （
は夢で得た情報に基づいて転生者の父
の名前はペルドゥプ（
dPal grub （
であると唱え、ジャンペ
ルサンポ（
‘Jam
 dpal bzang po （はツルプ寺から東に直進し
た場所に生まれると予言した。そして、一四五四年一月にカルマパ七世はグーに誕生した 生後一五日に近郊のニェウォにあるダラテン寺の座主が生家を訪れ、幼児 カルマパ六世の黒帽とシャマルパ三世の紅帽を並べて見せると前
者を選んだという。その後、同年三月にダラテン寺の座主は幼児についての知らせを大幕営の国公ペルジョルドドゥプに送り、国公ペルジョルドンドゥプはツルプ寺座主ドン ウーセルに報告し、父母の名前や地域が夢の内容と一致すること 確認して両者は同意に至ったという［K
G
,  pp. 528- 529 ］ 。
以上のことから、カルマパ七世の認定は、大幕営の国公
ペルジョルドンドゥプとツルプ寺座主ドンドゥプウーセルが同意する形で行われ、とく 地域や父母の名前 重視していたことが分かる。また同時に、カルマパ七世を最初に発見したニェウォのダラテン寺の座主は両化身の帽子 並べて認識テストを行なっていた。こ 時 ダラテン寺 座主は両化身の帽子を所持していたことから、教団から転生者の捜索を委ねられていたと考えられる。したがって、この時の認識テストは教団の意思に基づ て行われたとい
	
える。
四．シャマルパ四世の認定
それでは次にシャマルパ四世チューダクイェシェー （
Chos 
grags ye shes,  1453- 1542 （
の認定過程を、 『シャマルパ四世
自伝』 （
rTogs pa brjod paʼi tshigs su bcad pa ut+
pa laʼi phreng 
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ba
、略号
Z4RN
（
と『賢者の宴』 「カルマパ七世伝」及び
「シャマルパ四世伝」に基づいて見ていきたい。
『シャマルパ四世自伝』によると、誕生する九ヶ月ほど前（一四五二年六月頃（
に人非
人
（（
（
が、 「このような地域と
父母にカルマパが生まれる。 」とはっきりと語っていたという。その後、シャマルパ四世は一四五三年三月にカム地方のテショ
ー
（（
（
に生まれた。生後しばらくして幼児が父母
とともに外出するようになると、人々が「愛らしいお姿をお見せになっている。 」と話して不思議がっていたという。そして、生後七ヶ月 三 一〇月 の時にタラ寺の座主が幼児 対し 「それぞれの拠り処について認識（ngos ‘dzin （
してください。 」と言った時に、幼児は理解
して相違を見分けた いう。その後、幼児はカンマル寺
（（
（
へ
迎えられた。また、幼児は文字の読み書きを学ぶ以前に、文章の切れ目を正しく区別して他の者に示し、チャクラサンヴァラやヘーヴァジュラなどの本尊 様子、ゲ ワ・ルマパの伝記の概要など 一つ一つ説明したと う
以上の過程ではまず、シャマルパ四世が誕生する九ヶ月
前にテショーの人々 間で転生者の生まれる地域と父 の情報が噂されていたことが分かる
（（
（
。このことによって、地
域の人々が条件の当てはまる父母に注意を払っていたこが推測される 、そ 結果、幼児が発見され、信仰される
ようになっていたと考えられる。その後、タラ寺の座主との遣り取りでは、幼児は「それぞれの拠り処」の「相違を見分けた」とされており、同時に複数の対象物を見て相違を比べる状況であったと考えられる。このことから認識テストが行われていたことが分かる。そして、これは一四五四年一月に カルマパ七世の認識テストに先行しており、認識テストが行われたことを示す最初の記録といえる。また 幼児 カンマル寺において文字の読み書きを学び始める以前に、文献に記されたゲルワ・カルマパの伝記の概要などを説明したという事跡はゲ ワ・カルマパの転生者であること 証 するものとし 人々の間で語られていたと考えられ
一方、大幕営はテショーの幼児をシャマルパの転生者と
して迎えること 問題の解決を図っ 。 『賢者の宴』 「カルマパ七世伝」によると、一四五八年頃にコンポ地方 ガンデン モ寺の僧侶らがカルマパ七世に対して、 「テショーのカンマル寺にいる化身は、証得者（シャマルパ（ 生まれ変わりでしょうか。お迎えする使節を送るべきでしょうか。 」と伺いを立て、カルマパ七世は 「証得者（シャマルパ（
の生まれ変わりである。私がカムへ行くまでお迎
えするな。 」 答えたという
 ［
K
G
,  p. 531 ］ 。このことから一
四五八年頃に大幕営にお てテショーの子供をシャ ル
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パの転生者として迎える決定がなされていたことが分かる。しかし、 『シャマルパ四世自伝』によると、テショーの子供はその後も周辺地域を訪れて信仰者を増やしていった。とくに一四六二年初頭にはゴロク地方
（（
（
を訪れて布教活
動を行い、各地で奇跡を起こして信仰者を増やしたと う［Z4RN
,  p. 933 ］ 。これらのことから、教団がシャマルパの
転生者として迎える決定を下した後も、テショーの子供はカム地方東部の地域において積極的に信仰者を増やしていたことが分かる。
その後、一四六〇年初頭に大幕営はカム地方へ出発し、
カム地方西部の諸地域を遍歴した後、一四六二年九月にカルマ寺に到着した［
K
G
,  pp. 533- 536 ］ 。そして、国公ペ
ルジョ ドンドゥプがテショー 訪れて子供と面会し、両者の対話の末に子供はシャマルパの地位を受け入れた［Z4RN
,  p. 934 ］ 。 『シャマルパ四世自伝』には、この時の対
話を以下のように記している。
　
この時に何某（シャマルパ四世（
はこのように話
した。 「小さい頃はカルマパの転生者であると言って拠り処（
rten dag （
を認識（
ngos bzung （
したが、後に
シャマルパとなった。これらは矛盾するのではないか。 」と言う 、それに対して〔国公ペルジョルドン
ドゥプは〕このように答えた。 「汝らは相違や外見に執着し、心が散乱して（
rnam
 par g. yeng ba （
いるよう
であるが、大成就者カルマパ（カルマパ二世（のいくつかのお言葉に、 『テショーやマダなどに私（カルマパ二世（
の弟子が遍く現れるだろう。 』とおっしゃっ
た。その意味を果たすために私（国公ペルジョルドンドゥプ（は〔テショーに〕やってきたのだと思う。他にもさらに誤りはなく、ウッディヤーナの師パドサンバヴァの予言 うち、 〔サンゲーリンパ
が
（（
（
〕ロル
ペードルジェ（カルマパ四世（に対して菩薩について解説したものの中に、 『菩薩の御心によって祝福されたカチューワ ポ（シャマルパ二世（から始ま 四代に渡って紅帽を頭に戴くだろう。 』と っ ゃったことに依拠すると、正しい、正しくないと言って議論する者たちは錯乱している。太陽 曼荼羅がそれぞれの水の器に映っているのに対し、固 縛りつけようとして（それぞれは異なるも であると決めつけて（相違を語っても、 〔本来 〕同じ〔太陽の〕の現れなである。 〔国公ペルジョルドンドゥプは〕テショーに至った時にこのように思ったのであ 。輪廻 大海から離れなさい 」とおっしゃった。 ［
Z4RN
,  pp. 933- 934 ］
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以上に引用した記述の冒頭では、テショーの子供はゲ
ルワ・カルマパの転生者として拠り処を認識したにも拘らず、後に大幕営からシャマルパの転生者として認定されたことは矛盾すると述べている。この矛盾は大幕営がテショーの子供に認識テストを行うことなくシャマルパとして認定したことによって生じたものであり、大幕営がテストを蔑ろにする姿勢を批判する意図が ったと考えられる。そして、国公ペ ジョルドンドゥプの回答の冒頭では「汝ら」という二人称複数の代名詞が使われてお テショーの子供だけでなく、周囲の人々も含めて語りかけていたことが分かる。続 て「相違や外見 執着する」とは、直前にテショーの子供が提起した拠り処 認識行為を指すと考えられ そし 、 「散乱（
rnam
 par g. yeng 
ba （」とは、大乗仏教唯識派における煩悩の分類で六種の
根本的な煩悩によって生じる二〇種の副次的な煩悩 一つである。散乱はさらに六種に分類され、 のうち自性散乱は心の外にある対象を五識（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚（
で認識することによって生じる心の動揺を意味す
る。したがって、テショーの人々が重 す 拠り処 相違を認識する行為は心の外にある対象を認識することに他ならず、それは心に動揺を齎すものである 解釈でき また、 「正しい、正しくないと言って議論する者たち」とは
認識テストを行う人々を指すと考えられ、このことからもテショーの人々について批判していることが分かる。このように国公ペルジョルドンドゥプは一貫して認識テストに拘るテショーの人々を批判していたといえる。
以上のことから、複数の対象物の中から先代に関係のあ
るものを選ばせるという認識テストの形式はテショーの人々の間で生み出されたと考えられる。そして、それは地域の が自分たちの擁立した候補者の正当性を主張 る手段として編み出し 手法であっ 。
五．カルマパ八世の認定過程
それでは最後にカルマパ八世ミキュードルジェ（
M
i 
bskyod rdo rje,  1507- 1554 （の認定過程を『カルマパ八世の
七歳までの伝記（
rG
yal ba kun gyi dbang po dpal ldan karm
a 
pa m
i bskyod rdo rje’i zhabs kyi dgung lo bdun phan gyi rnam
 
par thar pa nor bu’i phreng ba
、略号
K
8N
Ta （』及び『カルマ
パ八世の三三
rG
yal ba spyan ras gzigs dbang 
brgyad pa’i rnam
 thar legs spyad m
a’i don ‘grel blang dor gsal 
ba’i sgron m
e 、略号
K
8N
Tb （』に基づいて見ていきたい。
『カルマパ八世の七歳までの伝記』 によると、カルマパ七世は生前にゲルツァプ二世とカルマ寺座主
（（
（
に次の転生につ
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いての遺書を渡したという。そして、一五〇六年一月にカルマパ七世が亡くなっ 後に大幕営はラマ・アムドワの子を転生者として迎えていた。
一方、カルマパ八世は一五〇七年一一月にカム地方のゴ
ムに生まれた。その直後に地域の人々の間でゲルワ・カルマパの転 者が まれたという噂が広まり、多くの人が集まって来たという。そし 、生後一五日目にカルマ寺座主が訪れて父母の名前 確認 た。 三ヶ月にはリウォチェ法主とロロン地方官に迎請されてリウォチェを訪れた。そして、生後七ヶ月にカルマパ七世の数珠と他の数珠を並べて認識テストが行われ、後に各地から歴代ゲルワ・カルマパの頭髪、数珠、文書などが集めら てすべての相違を認識し という。その 、生後九ヶ月にロロンへられ、地方官の家族が奉仕するよう なった ある日 ロロン地方官が幼児 前に二つの黒帽を並べ、 「貴方が一切智者チューダクギャツォ（カルマパ七世（
であるならば、
ご自分の帽子がどちらであるかを認識し ください。 」と求めると、カルマパ六世の帽子を選び取ったとい 。その後、四歳まで 間にカム地方各地の人々によ 同様 認識テストが繰り返し行わ た。同伝記に記された認識テストの記録は合わせて一四件に上る
その後、一五一〇年にリウォチェ地方官、ロロン地方
官、ギャトン地方官の三人は大幕営に対して幼児を即位させるように求めた。そして、一五一二年一〇月に大幕営から使者が至り、同年一二月に幼児は三人の地方官とともにロロンを出発して一五一三年一月 日に大幕営に到着した。同日、幼児はゲルツァプ二世と面会し、ゲルツァプ二世や他の僧侶を認識した。そして、同 三日に すべての師弟が集まった中で先代の僧衣 仏像 仏画などを認識するテスト 行われ という。その後もゲルツァプ二世と面会して帽子などを認識するテストが行われたが、大幕営側は幼児を受け入れる姿勢を見 なかっ た 、幼児は二人の候補者を並べて認識テスト 行うよ に求めた。そして、同月二九日と二月一日に二人の候補者を並べ 認識テストが行われたが、大幕営の人々は自分たちの転生者が正しく認識できたと語り合ってい という［
K
8N
Ta,  
pp. 50- 73 ］ 。そして、 『カルマパ八世の三三歳までの伝記』
によると、この時にゲルツァプ二世は三人の地方官らにカム地方で子供を引き取るように求めたが、は「合意できないのであれば西の化身（大幕営 迎えた転生者（
を偏った見方をする人々とともに滅ぼしてしまう
ぞ。 」と言って準備を始めたという。このことに動揺した大幕営の人々はゲルツァプ二世に判断を仰ぎ、同月一一日にゲルツァプ二世 幼児をカルマパ八世として即位させた
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［
K
8N
Tb,  pp. 171- 172 ］ 。
以上の過程から、カルマパ八世は生後七ヶ月から四歳ま
での間にカム地方の人々の前で認識テストを繰り返していたことが分かる。これらの事例はいずれも二つ以上の物を並べて先代に関係のあるも を選ばせるというものであり、認識テストの形式が定まっていたことを確認できる。そして カルマパ八世側 要求によって大幕営側も認識テストを行った。しかし、認識テストの後もゲルツァプ二世をはじめとする大幕営の人々は信仰を変えることはなく、むしろ自分たちの擁立した候補者への信仰を増していた。このことから、大幕営側も認識テストを自分たちの転生者の正当性を主張する手段として利用 たと考えられる。
おわりに
本稿では、カルマ派において認識テストが生まれた過程
を明らかにした。カルマパ六世の認定過程では対象物を認識した事跡が多く語られていた。そ 後、シャマルパ四世とカルマパ七世の認定過程にお て二つ以上のも の相違を見分ける認識テストの様式が生まれ、カルマパ八世の定過程では認識テスト 何度も繰り返し行われてい 。そして、認識テストは転生者を する教団ではなく、転生
者を輩出する地域の人々によって生み出されたものであった。このことは地域の人々が生まれ変わりの認定に積極的に関与していたことを示しており、地域社会において生まれ変わりの認定制度が受容されたことの一つの現われであったといえよう。
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註（
（
	
英語では
“Tulku system
（化身制度
（” 、中国語では「活仏
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転世制度」 、日本語では「化身制度」 、 「転生ラマ制度」などの名称が用いられている。ダライ・ラマ一四世が二〇一一
	
年九月に発表した生まれ変わりに関する談話では「生まれ変わりを認定する制度」 （
yang srid ngos ‘dzin byed srol （
など
の名称が用いられている。その後、チベット亡命政府政策研究所の報告書（二〇一六（
においても「生まれ変わりを
認定する制度」 （
yang srid ngos ‘dzin zhu srol （という名称が
用いられている。
（
（
	
化身（
Skt.  nirm
āṇakāya （
とは、大乗仏教において三身
（法身、報身、化身（
或いは四身（仏身、智慧法身、報身、
化身（
に分類される仏身の一つであり、仏が衆生を導くた
めに現す物質的な身体を指す。本来の意味には生まれ変わりの概念は含まれていない。
（
（
	
ゲルク派ではタシルンポ寺を建立したダライ・ラマ一世
ゲンドゥンドゥプ（
dge ‘dun grub pa,  1391- 1474 （
の死後に
生まれ変わりとして信仰を集めたダライ・ラマ二世ゲンドゥンギャツォ（
dge ‘dun rgya m
tsho,  1475- 1542 （が教団に
迎えられたことで後にダライ・ラマと呼ばれる系譜が始まった。他にも一五世紀半ばにはドルジェパクモの系譜やゲルワン・ドゥクパの系譜が始まった。
（
（
	
生まれ変わりの認定制度に関する研究は
Ray （一九八六（
や
D
atta （二〇〇〇（
などが挙げられるが、いずれも概説
的なものである。生まれ変わりの認定制度を扱った書籍としては陳慶英・陳立健（二〇一〇（
やチベット亡命政府政
策研究所（二〇一六（
が挙げられるが、カルマ派において
制度が成立した過程やその後の変遷については十分に検討されていない。ま 、カルマ派の歴史を扱った書籍としてD
ouglas &
 W
hite （一九七二（
や
K
unzang （二〇一二（
が挙
げられる。
（
（
	
ダライ・ラマの認定について扱った研究は小松原（二〇
〇二（
、岩田（二〇一一（
などが挙げられる。小松原（二
〇〇二（
は一六世紀後半期に二つの家系がダライ・ラマ
とパンチェン・ラマをはじめとする高位の化身の地位を占め、チベットの政治的権力を握っ たことを明らかにしている。岩田（二〇一一（
はダライ・ラマ七世の正統性に
関する青海ホショー 部と康熙帝の認識を検証した
（
（
	 『蔵漢大辞典』 （一九八五
（
に基づくと、 「認定（
ngos ‘dzin （」
の意味は「是非或いは優劣を理解すること（
yin m
in nam
 yag 
nyes ha go bar byed pa （」と定義されている。また、同辞典は
その用法として「良質のもの 粗悪なものが混ぜ た中から正しく認識 なければならない（
legs nyes m
nyam
 bsres 
kyi nang nas ngos ' dzin m
a nor ba byed dgos （」という例文を挙
げている。
（
（
	
国公の称号は、カルマパ四世の時代に元朝から与えられ
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五二
たものである。元がモンゴル高原へ撤退して明朝が興った後も、カルマ派では国公や司徒などの元代の称号が継承されていた。
（
（
	
ツルプ寺はカルマパ一世によって一一八九年に建立され
たカルマ派の総本山である。現在の行政区分ではチベット自治区ラサ市トゥールン・デチェン県に位置する。
（
（
	
カルマ寺はカルマパ一世によって 一八四年に建立され
たカルマ派第二の僧院である。現在の行政区分ではチベット自治区ナクチュ地区リウォチェ県に位置す
（
（1（	
獅子座（
seng ge’i khri （
とは、ゲルワ・カルマパの転生者
が迎えられる座であり、釈尊 獅子座に由来している。仏教において釈尊が獅子に例えられることから、釈尊 座は獅子座と呼ばれた。
（
（（
	
山本（二〇一一（
によると、ポンチェン・ゲルワサンポ
（
dpon chen rG
yal ba bzang po （
は都元帥の称号を与えられ、
ポンチェン（サキャの聖俗の業務を行う長官（
に任命され
た人物であるという。
（
（（
	
チベット語で「人非人
m
i m
a yin （」とは物質的な身体
をもたない精霊的な存在を指す。
（
（（
	
テショー（
K
re shod （
は現在の四川省カンゼ・チベット
族自治州の甘孜県と新竜県のニャクチュ川（
N
yag chu
、雅
礱江（
沿いの地域である。また、同地はカルマ派の創始者
カルマパ一世ドゥースムケンパの生地として知られる。カルマパ四世とカルマパ五世はチベットと中原を往来した際に同地を通過し、 六 も一四四三年に同地を訪れていた。
（
（（
	
カンマル寺は現在の四川省カンゼ・チベット族自治州甘
孜県拖壩郷に位置する。
（
（（
	
カルマパ六世が亡くなった は一四五三年一月であるこ
とから、一四五三年六月にテショーの人々が次の転生者の噂をしていたというのは時間的な矛盾があるように思われる。しか 、 『シャマルパ三世伝』にはカルマパ六世が一四四九年頃に重篤な病に罹ったこと、 『青冊』には一四五二年に病状が悪化 瞑想修行に入ったことが記録されており、 五二 六月頃に次の転生の情報が人々の間で噂されていたとしても不思議ではない［
Z3N
T
,  p. 445;  D
N
G
,  
p. 612 ］ 。
（
（（
	 『シャマルパ四世自伝』の一四六二年の布教活動に関する記述には、ニェンポユツェ山の土地神やマルやガの草原などの地名が登場する。マルはニェンポユツェ山西側のマルコク川沿いの地域 同山東側のガチュ川沿いの地域を指すと考えられ 。ガの草原とは、現在の行政区分では甘粛省甘南チベット族自治州 マチュ県或 は四川省ガバ・チベット族羌族自治州のゾルゲ県辺りと考えられる。
生まれ変わりの認定制度における認識テストの歴史的生成過程
五三
（
（（
	 『シャマルパ四世自伝』 の注記によると、ニンマ派のテルトン （埋蔵経典発見者（
の一人として知られるサンゲーリン
パ（
Sangs rgyas gling pa,  1340- 1396 （
の埋蔵経典を指すという
（
Z14RN
,  p. 934 （。サンゲーリンパはカルマパ四世と同時代
人物であり、コ ポ地方の聖山ツァリにおいて両者が接触した記録が る。
（
（（
	
カルマ寺座主の司徒タシナムゲルは、
D
ouglous &
 W
hite
（一九七六（
ではシトゥの系譜の三世とされているが、 『月
の水晶の輪』によると、タシナムゲルまではカルマパ二世の血統であり、タシナムゲルの死後に転生者が迎えられてシトゥの転生が始まったことが分かる。
